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闘
題
を
繭
収
し

採
点
す
る
も
国
P
C
の
生
徒
た
ち

基
光
学
園
中
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「■
０
露
３
年
９
月
■
届
に

発
生
し
た
地
震
は
？
」
。
生
光

学
園
中
学
校

（
徳
島
繭
）
の
Ｎ

Ｉ
Ｅ
推
進
委
員
会
（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）

の
生
徒
は
Ю
月
、
国
渡

っ
子
タ

イ
ム
ズ
を
基
に
時
事
問
題
な
ど

を
考
え
、
金
校
生
徒
に
出
趨
す

る
試
み
を
始
め
た
。

出
題
す
る
例
ｂ
解
く
側
も
記

事
を
熟
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

佐
近
隆
義
校
長
は

「
ひ
ろ
ん
な

知
識
を
身
に
つ
け
た
り
読
解
力

を
養
ち
ぬ
り
す
綸
こ
と
に
つ
な

が
れ
ば
」
と
話
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
同
校
が
本
年

度
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
絞
に
指
定
さ

れ
た
の
を
受
け
て
発
足
。
■
、

２
年
生
７
人
が
所
属
し
て
い

る
。９

月
■
日
付
を
基
に
し
た
テ

ス
ト
の
中
身
は

「
時
事
問
題
』

「英
語
」
「
ニ
ュ
ー
ス
カ
」
「
こ

ギ
■
鳴
理
」
。
四
千
■

ザ

ャ
■

■
（
●
■
●

時
事
問
題
は
，
単

●
吉
す
湖
〓
〓
ん
〓
度
峯
紗
自

■
■
が
出
願

■ヽ
七
．

プ
■
は

「
防
■
●
鵬

」
に
ち

な
●
す
非
常
持
ち
出

Ｌ
品
●
確

認
を
呼
び
掛
け
る
■
画
記
事
を

・一讀
み
‐関
東
大
震
”
の
名
称
や
．

持
〓
出
し
箸
●
己
安
０
菫
〓
な

ど
≡
購
う
問
題
を
作

ｒ
ｉ
。
「
み

た
な
に
と

っ
て
，
事
ギ
∴
ギ
「
■
）

思
う
部
■
■
問
澤
に

ｌ
ｔ

」
■
一

吉
或
〓

一
″
〓
＝
【
一
島
■
（

ダ
語
は
１
年
母
満
野
真
一十
三

ん
Ｌ
が
担
工一
し
た
。
徳
島
●
〓

然
や
歴
中
（な
ど
を
要
議
で
紹
■

す
る

「英
語
感

ｅ
徳
島
」
欄
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
「化
石
漣
痕
」

を
テ
ー
マ
に
霊
闘
鍮
考
え
た
。

単
語
の
つ
づ
り
や
翻
訳
文
砕
穴

埋
め
が
聞
額
で
、
電
子
辞
書
で

意
味
を
調
べ
な
が
あ
璽
時
間
が

か
鶴
で
仕
上
げ
た
と
掛
）つ
・。

メ
ン
バ
ー
は
■
～
８
年
の
各

ク
”フ
ス
に
４
枚
か
い
な
る
問
題

用
紙
を
配
り
、
全
生
徒
が
新
聞

を
読
ん
で
解
格
し
た
。
採
点
の

結
果
は
高
得
点
者
が
多
か

っ

た
。
今
後
、
月
我
国
の
ペ
ー
ス

で
作
成
し
、
新
間
を
調
む
環
境

づ
く
り
に

一
役
買
ンつ
。
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